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 ３ ＦＦＴアナライザーの設定 

４ トラッキング計測を開始する 

５ データの処理 

１ 計測までのフローチャート 

 

                       

                  センサおよび回転センサを接続します。各々の 
                  センサと校正します。また回転速度が正しく表示 
                  されている事を確認します。 
 
 
 
                   
                  トラッキング計測のための諸設定を行ないます。 
                  計測後、トラッキング線図を表示させるための 
                  次数を設定します。 
 
 

 

                  トラッキング線図を表示します。その他３次元 

                  データを表示します。 

                   

 

                    
                    
                   
                   
                  データの保存・出力を行ないます。 
                   
 
 

機器の接続 
センサとの校正 
回転パルスの確認 

トラッキングの諸設定 
トラッキング計測 
次数の設定 

トラッキング線図の表示 
 

３次元表示 

データの保存 
 

データの出力 
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２ 機器の接続 

２－１機器の接続 

DS本体と PCを以下のように接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＣ１００Ｖ ＡＣ１００Ｖ 

パーソナルコンピュータ（ノート）

キープロテクタ

  ＵＳＢ 
 パラレル

どちらか

DS-2000 ﾘｱﾊﾟﾈﾙ 

ＯＮＯＬＩＮＫⅡ

→  ＰＣＭＣＩＡ
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２－２検出器との接続 

各種センサを DS-2000の入力部へ接続します。また回転検出器からの信号を外部サンプル
入力（EXT SAMP IN）へ入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

LAシリーズ 
騒音計またはマイクロホン 

NP-3000シリーズ 
加速度ピックアップ

入力部へ 

MP-981／LG-916 
回転検出器 

NP-0021 
変換アダプタ

PS-012 
電源ユニット

EXT SAMP INへ 

外部サンプル入力 
（EXT SAMP IN） 

MX-700シリーズ 

MX-600シリーズ 

両端 BNCケーブル 
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３ FFT アナライザーの設定 
まずメニューバーからモードを開いてトラッキング［オンライン］を選びます。 

３－１ センサとの校正 
ここでは定電流タイプの振動センサとマイクロホン（音）の場合を示します。 
メニューバー入力から電圧レンジ設定を選びます。 
 

 
＊振動の場合（9.7ｍV／m/s２の加速度ピックアップを使用した例） 
メニューバー入力から単位、校正を選びます。 

定電流（2.0mA）を設定する

OKで確定

V/EUを選択

センサ感度 9.7mV／
m/s2を入力。 
9.7ｍV=0.00975V 

加速度の単位 
m/s2を入力 

チェックを入れる 

※数値、文字の入力はキーボードか○印をクリックし、パレットを開きます・ 
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＊ 音の場合（定電流タイプのマイクロホンと 1kHz、94dBのピストホンを使用した例） 
マイクロホンをピストホンへ挿入し、校正信号を出力します。単位、校正のダイアログか

らタグ EU/S.Pを開きます。 

 

３－２ 回転パルスの確認 
トラッキング計測の場合、回転パルスが必ず必要です。回転パルスが正しく入力されてい

るか確認する事ができます。 
メニューバー入力から電圧レンジ設定を選び、Set2のタグを開きます。 

チェックを入れる 

タグを開く 

Vを消す 

カーソルをオーバー

オールに合わせる 

94と入力

設定で実行 

オプションボタンを入力 

モニターしたい入力チャンネルにチェック
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４ トラッキングの計測 
トラッキング計測を行なう前に電圧感度を設定します。回転速度の変化とともに、信号のレ

ベルが変化しますので、トラッキングを実行する前に回転速度を変化させ、適切なレンジを

選びます。メニューバー入力から電圧レンジ設定を開きます。 

 
 
 

４－１ トラッキングの諸設定 
 
トラッキング計測を実行するためのパラメータを設定していきます。メニューバー入力か

らトラッキングを選びます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 

ここをクリックし、レ

ンジを選択する。 

レンジオーバーすると赤く点灯する。

定幅トラッキングは内部 
定比トラッキングは外部 
ツールボタンで設定も可 

回転速度の上下限値を設定 

トラッキング演算させる

ブロック数を入力。１）

1回転のパルス数を設定

最大分析次数の設定。2）
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最大分析次数は６.２５～４００次まで選択できますが、次数が大きいと次数分解能が
荒くなり、計測回転速度範囲も狭くまります。 

 
 
 
 
 

４－２ トラッキング演算の実行 
トラッキング演算を実行します。ツールバーを次のように操作します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※定比トラッキングについて 
定比トラッキングとは外部からの回転パルスを基に、1 回転で同じ数のパルス列をつくり、波形
をサンプリングします。そのためスペクトルのＸ軸は回転比（次数）として正規化されます。回

転に起因した成分の現象を検証するには有効な手段と言えます。 

現在の回転速度を表示

トラッキングモー

ドを設定する。 
定幅トラッキングの場合は外部サン

プルボタンを解除する。（＊） 

現在の取込済ブロック数を表示
トラッキング演算の実行 

＊ 定幅トラッキングについて 
定幅トラッキングとは周波数レンジを一定にして、回転速度変化に伴う特定の周波数バンドの

レベル変化を計測したり、回転次数に相当する周波数のレベル変化を計測します。周波数レ

ンジは回転速度と解析次数によって設定します。例えば、上限回転速度３８００r/min、１２.５次
で解析する場合、３８００／６０×１２.５＝７９１.６６（Hz）なのでレンジとしては、８０
０Hz以上に設定します。 

 

トラッキング演算を実行する

定幅トラッキングの場合は外部

サンプルボタンを解除する。 
トラッキング

モードの設定 

周波数レンジは８００Hzに設定
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４－３ トラッキング線図の表示 
設定したブロック数または設定した回転速度範囲に達すると自動的にトラッキング演算を終

了します。Trackingというタグを開きます。 
 
 
 
 
メニューバー、データ表示からトラッキング表示設定を選びます。 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
１．信号をサンプリングし、周波数解析するなかで、回転変動などの要因により次数のピ

ークがずれる場合があります。こんな時、あらかじめ変動分のマージンを設定してお

き、ピークをサーチすると精度良くトラッキング線図を描かせる事ができます。 
２．パーシャルオーバーオールとはある一部分の間のオーバーオールです。ここのテキス

トボックスに設定する次数の間のみのオーバーオールトラッキングが可能です。 
 
 
 
 

計測画面左上の Tracingタグを開き、トラッキング線図を表示します。

 

トラッキング線図描画の実

行はチェックを入れる。 

描画したい次数を入力

同時に４本の

次数を設定 

次数のピークがずれる

場合に前後のラインか

らピークを検出。１） 

前後のライン数を設定。１）

パーシャルオーバーオール（区間

オーバーオール）の実行。２）

トラッキング線図の

リスト表示の実行。

※描画するトラッキングラインの線色、およびラインの線タイプは変更する事ができます。

複数のラインを重ねる場合、各々区別するのに便利です。 
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タグ表示 Scaleを開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．スムージングにはタイプ１とタイプ２があります。タイプ１は隣り合うポイントの平

均値を補完します。タイプ 2 は隣り合うポイントの大きい値を補完していきます。デ
ータにばらつきが大きい場合、有効ですがあまり回数を多くするとデータが平滑化し

すぎる事になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラッキング線図と一緒にスペクトル画面を

表示する時はここにチェックを入れます。 

複数のトラッキング線図を表示

する場合、どのトラッキング線図

をサーチするか設定します。 

X軸の回転表示範囲
を、取り込んだブロ

ックで自動的に表

示します。 

スムージング（直線補

完）の回数とタイプを

設定します。１） 

X軸を回転速度ではなく、車速にする

場合、１０００回転のスピードを入

力し、設定します。 

※ X 軸の表示範囲は AutoScale のチェックをはずし、回転速度をテキストボックスに入力す

れば、任意の回転速度範囲を設定する事ができます。X軸を車速にした場合も同様です。

MAXORD とは各回転速度

毎の、最大の振幅を持っ

た次数を表示します。 

※スペクトルモニターはトラッキング線図のカーソルの部分が表示されます。 
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４－４ 三次元表示の実行 
トラッキングの全体的な俯瞰図として三次元表示を実行します。計測画面左上のタグ表示

Array(Tracking)を開きます。 
 
 
メニューバー、データ表示から三次元表示設定を開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

取り込んだブロック数に

応じて１０～４００の間

で設定します。 

三次元表示の向きを４５

～９０まで１５°ステッ

プで設定します。 

線だけでなく、塗りつぶす

事によって振幅の変化の度

合いが見易くなります。 

二次元表示も可能です。

※ 表示フォーマットは三次元データのみと 3種類のフォーマットから選択できます。 
※ カラー表示の他にモノクロ表示も可能です。 
※ 表示色は１６～２５６色で選択します。 

※上記三次元表示は任意設定（フォーマット３）で行ない、上画面に 3231回転におけるス
ペクトルマップ、左画面に 2次成分のトラッキング線図を表示しています。 

振幅の大きさは

この色分けで表

示します。 
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５．データの保存、出力 
トラッキングデータや三次元表示を保存します。またコピー機能を使用し他のアプリケー

ションへ出力します。 

５－１ トラッキングデータ指定してファイルする 

メニューバー、ファイルを開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追加ボタンを押して、保

存データを選択する。 

ファイルのタイプ

を指定する。※）

保存されるデータ

がリストアップ 

保存ボタンで実行する。

ファイルに番号を

登録する 

ファイルネームの入力 

保存したいデータのチャ

ンネルを指定する。 

OKボタンで確定 

※.datはバイナリファイル 
 .txtはテキストファイル 
 .trcは三次元表示のバイナリファイル 

saitot
楕円

saitot
線

saitot
線
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５－２ コピー機能 
トラッキング線図または次数スペクトル、三次元表示をテキストかビットマップにてパソ

コンのクリップボードにコピーし、他のアプリケーションソフトへ簡単にペーストする事

ができます。（三次元表示のテキストコピーはできません。） 
メニューバーから編集を選びます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コピー設定でデータ形式を確定後、再度編集を開き、コピーで実行します。 
 
 
 
（注意） 
１．本手順書の著作権は、（株）小野測器が保有しています。 
２．許可無き複製は、禁じます。 
３．本手順書は、一般的な計測の手順を説明しており、お客様の具体的な操作で得られた

データなどについて一切の責任は負いません。 
 

以上 

ビットマップ形式か、テキ

スト形式かオプションボタ

ンで選択します。 

OKで確定します。


	Text1: 次数設定はこちらから入りトラッキング表示設定で設定してください。画面に対する次数設定とは別になります。


